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「
第
１３
回
全
国
漁
港
漁
場

整
備
技
術
研
究
発
表
会
」（
主

催：

水
産
庁
、
沖
縄
県
、（
公

社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会
）

が
、
沖
縄
県
那
覇
市
「
タ
イ

ム
ス
ホ
ー
ル
」で
１１
月
２０
日
、

２１
日
の
２
日
間
開
催
さ
れ

た
。こ

の
発
表
会
は
、
全
国
の

漁
港
漁
場
整
備
に
か
か
る
新

し
い
研
究
成
果
や
先
進
事
例

を
紹
介
し
、
漁
港
、
漁
場
の

整
備
技
術
の
向
上
、
普
及
を

目
的
と
し
て
お
り
、
今
年
度

は
全
国
の
漁
港
漁
場
関
係
者

約
２
１
０
名
が
参
加
し
た
。

１
日
目
の
発
表
会
は
、
午

前
９
時
３０
分
か
ら
�
吉
晋
吾

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

長
、
山
城
毅
沖
縄
県
農
林
水

産
部
長
、
田
中
潤
兒
（
公
社
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
長
の
主

催
者
挨
拶
に
続
い
て
、
一
般

発
表
が
行
わ
れ
、
「
南
北
一

対
の
漁
港
と
し
て
整
備
さ
れ

て
い
る
南
大
東
漁
港
」、
「
数

値
波
動
水
路
（
Ｃ
Ｓ
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｓ－

Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｆ
）
を
用
い

た
施
設
天
端
高
の
検
討
」
、

「
浮
防
波
堤
と
桜
島
」、
「
福

田
漁
港
・
浅
羽
海
岸
サ
ン
ド

バ
イ
パ
ス
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
向
け
た
取
組
み
」、
「
厚
岸

漁
港
門
静
副
港
整
備
で
の
技

術
的
課
題
と
漁
業
効
率
化
」、

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
プ
レ
キ

ャ
ス
ト
残
置
型
枠
工
法
に
つ

い
て
～
東
日
本
大
震
災
漁
港

復
旧
工
事
の
事
例
～
」
及
び

「
平
成
２４
年
熊
本
広
域
大
水

害
に
よ
り
河
口
域
干
潟
漁
場

に
堆
積
し
た
土
砂
へ
の
対

応
」
の
７
題
の
発
表
が
行
わ

れ
た
。

午
後
は
、
山
田
真
久
沖
縄

科
学
技
術
大
学
院
大
学
研
究

統
括
の
「
沖
縄
科
学
技
術
大

学
院
大
学
の
海
洋
科
学
研
究

と
漁
業
振
興
の
接
点
」
と
題

し
た
基
調
講
演
に
引
き
続

き
、
「
漁
港
岸
壁
の
耐
震
設

計
手
法
に
関
す
る
研
究
」
、

「
防
波
堤
腹
付
マ
ウ
ン
ド
被

覆
ブ
ロ
ッ
ク
の
津
波
越
流
に

対
す
る
所
要
質
量
算
定
方
法

の
提
案
」、
「
青
森
県
に
お
け

る
漁
船
避
難
ル
ー
ル
づ
く
り

を
支
援
す
る
取
組
み
」、
「
大

槌
町
水
産
業
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
概
要
と
そ
の
実
施
状

況
」、
「
北
海
道
マ
リ
ン
ビ
ジ

ョ
ン
２１
の
実
現
に
向
け
た
寿

都
地
域
の
挑
戦
～
寿
都
・
後

志
ツ
ー
リ
ズ
ム
交
流
文
化
圏

の
形
成
と
北
海
道
日
本
海
沿

岸
に
お
け
る
藻
場
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
～
」、
「
琵
琶
湖
に

お
け
る
ヨ
シ
帯
造
成
の
手
法

・
効
果
と
展
望
」、
「
沖
縄
に

お
け
る
木
材
を
活
用
し
た
増

殖
礁
の
実
証
事
業
に
つ
い
て

～
海
域
・
漁
場
環
境
の
再
生

・
整
備
を
目
指
し
て
～
」
及

び
「
磯
焼
け
対
策
」
の
７
題

の
一
般
発
表
が
行
わ
れ
た
。

２
日
目
は
Ａ
、
Ｂ
の
２
コ

ー
ス
に
分
か
れ
て
現
地
視
察

を
行
っ
た
。
Ａ
コ
ー
ス
は
、

１
泊
２
日
の
日
程
で
「
南
大

東
漁
港
」
の
視
察
を
行
い
、

Ｂ
コ
ー
ス
は
、
バ
ス
２
台
に

分
乗
し
て
沖
縄
本
島
中
部
に

位
置
す
る
恩
納
村
に
向
か

い
、
前
日
の
基
調
講
演
で
説

明
の
あ
っ
た
「
沖
縄
科
学
技

術
大
学
院
大
学
」
、
モ
ズ
ク

養
殖
の
盛
ん
な
「
前
兼
久
漁

港
」
の
視
察
を
行
っ
た
。

来
年
度
は
、
静
岡
県
で
の

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。
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水
産
庁
主
催
の
平
成
２６
年

度
磯
焼
け
対
策
全
国
協
議
会

が
、
１１
月
２７
日
午
後
と
１１
月

２８
日
の
午
前
、
東
京
都
港
区

の
三
田
共
用
会
議
所
１
階
講

堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

協
議
会
は
、
�
吉
晋
吾
水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
長
の

「
磯
焼
け
対
策
に
つ
い
て
は
、

水
産
庁
と
し
て
現
在
ま
で
各

種
の
事
業
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り

漁
業
者
支
援
を
行
っ
て
来
て

い
る
。
磯
焼
け
に
対
す
る
調

査
も
行
っ
て
お
り
、
成
果
は

磯
焼
け
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。
皆

さ
ん
の
地
元
で
対
策
が
行
わ

れ
７
年
が
経
過
し
て
い
る

が
、
そ
の
成
果
が
出
て
き
て

い
る
。
本
日
の
協
議
会
は
、

そ
う
い
っ
た
活
動
の
状
況
報

告
や
藻
場
の
回
復
状
況
な
ど

の
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
情
報

の
共
有
化
を
期
待
し
て
い

る
。
本
日
と
明
日
の
議
論
に

よ
り
、
今
後
の
磯
焼
け
対
策

が
進
む
こ
と
を
祈
念
し
て
い

る
」と
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
。

会
議
で
は
、
磯
焼
け
に
対

す
る
世
界
の
調
査
事
例
に
つ

い
て
の
基
調
講
演
と
磯
焼
け

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
研

究
者
、
都
道
府
県
等
か
ら
の

発
表
が
行
わ
れ
た
。

基
調
講
演
は
、
藤
田
大
介

東
京
海
洋
大
学
准
教
授
が
ア

メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
研
究
者
の

研
究
報
告
事
例
の
紹
介
を
基

に
、
「
世
界
の
磯
焼
け
（
藻

場
）
の
現
状
」
と
題
し
て
行

っ
た
。

発
表
は
、
「
各
地
域
の
取

組
」、
「
磯
焼
け
対
策
に
関
連

し
た
研
究
開
発
の
状
況
」
、

「
各
都
道
府
県
か
ら
の
報
告
」

に
分
け
て
行
わ
れ
た
。

各
地
域
の
取
組
で
は
、
磯

焼
け
対
策
と
し
て
の
藻
場
造

成
へ
の
取
組
と
地
域
に
お
け

る
今
後
の
磯
焼
け
研
究
の
目

標
の
設
定
事
例
や
都
道
府
県

版
の
藻
場
造
成
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ

た
。磯

焼
け
対
策
に
関
連
し
た

研
究
開
発
の
状
況
で
は
、
食

植
性
魚
類
で
あ
る
ア
イ
ゴ
、

ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
の
除
去
に
よ

る
藻
場
の
回
復
、
磯
焼
け
対

策
の
た
め
の
新
た
な
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
手
法
の
紹
介
、
施
肥

と
し
て
鉄
鋼
ス
ラ
グ
を
用
い

た
場
合
の
鉄
分
溶
出
の
検
証

結
果
の
発
表
が
あ
っ
た
。

各
都
道
府
県
か
ら
の
報
告

で
は
、
青
森
県
、
福
島
県
、

三
重
県
、
高
知
県
、
山
口
県
、

宮
崎
県
に
お
け
る
藻
場
の
現

状
や
磯
焼
け
対
策
の
事
例
な

ど
が
発
表
さ
れ
た
。

質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ

れ
、
ウ
ニ
除
去
の
際
の
網
の

張
り
方
（
海
岸
と
直
角
に
刺

網
を
張
る
、
チ
ェ
ー
ン
や
土

嚢
で
網
を
押
さ
え
る
な
ど
）、

網
破
損
時
の
対
応
、
都
道
府

県
版
の
藻
場
造
成
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
の
内
容
、
環
境
の
変
化

（
暖
海
性
海
藻
の
増
加
、
夏

の
高
水
温
の
海
藻
類
へ
の
影

響
な
ど
）
な
ど
に
つ
い
て
質

問
が
な
さ
れ
た
。

最
後
に
、
岡
貞
行
漁
港
漁

場
整
備
部
整
備
課
長
の
挨
拶

で
閉
会
し
た
。

協
議
会
の
発
表
内
容
、
発

表
者
は
以
下
の
通
り
。

１
、
各
地
域
の
取
組
（
そ

の
１
）

〇
名
護
屋
の
藻
場
回
復
が

示
す
こ
れ
か
ら
（
�
沿
岸
生

態
系
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

中
嶋
泰
）

〇
新
潟
県
に
お
け
る
磯
焼

け
の
現
状
と
取
組
に
つ
い
て

（
新
潟
県
水
産
海
洋
研
究
所

増
殖
環
境
課

吉
田
友
和
・

新
潟
県
水
産
海
洋
研
究
所
佐

渡
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

内

田
直
樹
）

〇
静
岡
県
で
実
施
し
た
瀬

切
り
に
よ
る
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類

の
分
布
と
拡
大
（
静
岡
県
水

産
技
術
研
究
所
伊
豆
分
場

山
田
博
一
）

２
、
磯
焼
け
対
策
に
関
連

し
た
研
究
開
発
の
状
況

〇
ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
に
関
す

る
磯
焼
け
対
策
の
取
組
み

（
独
立
行
政
法
人
水
産
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
水
産
工
学
研

究
所

桑
原
久
実
）

〇
藻
場
の
生
態
系
機
能
を

活
用
し
た
ア
イ
ゴ
の
食
圧
の

吸
収
（
独
立
行
政
法
人
水
産

大
学
校
教
授

野
田
幹
雄
）

〇
磯
焼
け
対
策
の
た
め
の

新
た
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術

の
利
用
と
そ
の
展
望
に
つ
い

て
（
独
立
行
政
法
人
水
産
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
水
産
工
学

研
究
所

梶
原
瑠
美
子
）

〇
鉄
分
供
給
と
磯
焼
け
対

策
（
�
ア
ル
フ
ァ
水
工
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ

綿
貫
啓
）

３
、
各
地
域
の
取
組
（
そ

の
２
）

〇
道
総
研
の
磯
焼
け
研
究

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い

て
（
地
方
独
立
行
政
法
人
北

海
道
立
総
合
研
究
機
構
水
産

研
究
本
部
中
央
水
産
試
験
場

干
川
裕
）

〇
三
重
県
版
藻
場
造
成
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
と
そ
の
活
用
例

（
三
重
県
農
林
水
産
部
水
産

基
盤
整
備
課

山
本
一
郎
）

４
、
各
都
道
府
県
か
ら
の

報
告〇

青
森
県
の
藻
場
の
現
状

と
藻
場
造
成
の
試
み
（
地
方

独
立
行
政
法
人
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
水
産
総
合
研

究
所

桐
原
慎
二
）

〇
福
島
県
い
わ
き
市
沿
岸

に
お
け
る
磯
焼
け
対
策
の
取

組
み
に
つ
い
て
（
福
島
県
水

産
試
験
場

榎
本
昌
宏
）

〇
伊
勢
湾
東
岸
域
に
お
け

る
藻
場
の
分
布
と
藻
場
再
生

手
法
開
発
の
取
組
み
（
愛
知

県
水
産
試
験
場
漁
業
生
産
研

究
所

村
内
嘉
樹
）

〇
高
知
県
に
お
け
る
磯
焼

け
対
策
の
現
状
と
課
題
（
高

知
県
水
産
試
験
場

田
井
野

清
也
）

〇
山
口
県
の
藻
場
の
現
状

と
対
策
に
つ
い
て
（
山
口
県

水
産
研
究
セ
ン
タ
ー

安
成

淳
）〇

宮
崎
県
沿
岸
に
お
け
る

藻
場
造
成
及
び
管
理
に
関
す

る
指
針
と
取
組
事
例
（
宮
崎

県
水
産
試
験
場

福
田
絋

士
）

第
３４
回
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
が
天
皇
・
皇
后
両

陛
下
を
迎
え
１１
月
１５
～
１６

日
、
「
ゆ
た
か
な
る
森
が
は

ぐ
く
む
川
と
海
」
を
テ
ー
マ

に
、
奈
良
県
大
淀
町
で
開
催

さ
れ
た
。
式
典
に
は
全
国
の

漁
業
関
係
者
ら
約
５
２
０
人

が
出
席
し
た
。
主
催
は
全
国

豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
推
進

委
員
会
、
第
３４
回
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
奈
良
県
実

行
委
員
会
。

今
大
会
は
森
・
川
・
海
の

豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
未
来

に
引
き
継
ぐ
た
め
、
健
全
な

水
循
環
の
形
成
を
目
指
す
こ

と
を
基
本
理
念
に
、
内
水
面

漁
業
の
振
興
、
紀
伊
半
島
大

水
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、

奈
良
県
が
全
国
に
誇
る
吉
野

熊
野
国
立
公
園
な
ど
の
自
然

や
歴
史
、
文
化
、
食
の
魅
力

発
信
を
基
本
方
針
と
し
て
開

か
れ
た
。

大
会
会
長
の
伊
吹
文
明
衆

議
院
議
長
は
あ
い
さ
つ
で

「
海
に
面
し
て
い
な
い
奈
良

県
で
大
会
が
開
催
さ
れ
る
意

義
は
、
ま
さ
に
今
大
会
の
テ

ー
マ
の
通
り
、
豊
か
な
海
を

大
事
に
す
る
に
は
豊
か
な
山

と
森
を
大
切
に
す
る
こ
と
、

と
い
う
点
に
あ
る
。
選
挙
を

通
じ
て
主
権
を
委
ね
ら
れ
て

い
る
我
々
国
会
議
員
も
、
山

か
ら
川
、
海
に
至
る
ま
で
一

体
と
な
っ
た
自
然
環
境
保
全

・
整
備
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
く
」
と
述
べ
た
。

こ
の
後
、
海
の
環
境
保
全

に
功
績
の
あ
っ
た
団
体
や
、

自
然
環
境
を
守
る
大
切
さ
を

訴
え
た
中
学
生
の
作
文
が
紹

介
さ
れ
た
。

両
陛
下
は
午
後
、
川
上
村

に
移
動
さ
れ
、
ア
マ
ゴ
や
ア

ユ
の
稚
魚
を
ダ
ム
湖
に
放
流

さ
れ
た
。
五
条
市
の
吉
野
川

河
川
敷
で
も
放
流
行
事
が
行

わ
れ
、
招
待
者
が
ア
ユ
な
ど

を
放
流
し
た
。

平成２６年１２月１５日 発行

毎月 １回１５日発行

編集兼
発行人 公益社団法人 全国漁港漁場協会

田 中 潤 兒

東京都港区赤坂１－９－１３三会堂ビル８階

電話 東京（５１１４）９９８１

定価 １部 ７０円

（会員の購読料は会費の中に含む）

漁港は
魚の保育園

モズク養殖の盛んな「前兼久漁港」を視察

第１３回
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�

全
国
漁
港
漁
場
整
備
技
術
研
究
発
表
会

研
究
成
果
や
先
進
事
例
を
報
告

両陛下が稚魚を放流

奈良で海づくり大会

アマゴとアユ

アユの稚魚を放流される天皇・皇后両陛下＝１１月１６日

午後、奈良県川上村（写真提供：ＪＦ全漁連）

沖縄県那覇市で開催された発表会の様子

漁 港 漁 場 月 報

基
調
講
演
や
事
例
発
表
な
ど

磯焼け対策全国協議会をを開開催催

藻
場
造
成
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
で
質
問
も

挨拶する�吉水産庁漁港漁場整備部長

藤
田
東
京
海
洋
大

准
教
授
が
講
演

�
� �����
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Ｊ
Ｆ
全
漁
連
（
岸
宏
会
長
）

は
１１
月
２１
日
、
Ｊ
Ｆ
全
国
代

表
者
集
会
を
東
京
・
霞
ヶ
関

の
イ
イ
ノ
ホ
ー
ル
で
開
き
、

「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」

（
浜
プ
ラ
ン
）
の
策
定
・
実

行
に
よ
り
漁
業
を
再
生
さ
せ

る
今
後
５
年
間
の
運
動
方
針

を
決
め
た
。
約
５
０
０
人
の

漁
業
者
が
集
ま
っ
た
。
同
集

会
は
５
年
に
１
度
開
き
、
Ｊ

Ｆ
の
運
動
方
針
を
決
め
て
い

る
。今

回
（
２
０
１
５
～
２
０

１
９
年
度
）
の
運
動
方
針
は

「
水
産
日
本
の
復
活
」
を
掲

げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
浜
が
作
る

「
浜
プ
ラ
ン
」
を
軸
に
運
動

を
展
開
す
る
。
▽
浜
の
活
力

再
生
▽
組
織
・
事
業
基
盤
の

確
立
と
人
づ
く
り
（
健
全
化
）

▽
漁
村
活
性
化
に
向
け
た
Ｊ

Ｆ
グ
ル
ー
プ
の
役
割
発
揮
―

―
を
３
本
柱
と
す
る
。

大
前
提
と
な
る

の
が
、
水
産
庁
の

補
助
事
業
で
も
あ

る
「
浜
プ
ラ
ン
」

の
策
定
。
そ
れ
ぞ

れ
の
浜
が
漁
業
者

の
所
得
向
上
な
ど

を
目
指
し
て
ア
イ

デ
ア
を
出
し
、
強

力
に
実
行
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ

る
。
Ｊ
Ｆ
が
そ
れ

を
積
極
的
に
サ
ポ

ー
ト
す
る
。
現
在
、

水
産
庁
に
承
認
さ
れ
た
プ
ラ

ン
は
１
３
３
件
、
プ
ラ
ン
策

定
に
取
り
組
む
５
０
０
以
上

の
地
域
水
産
業
再
生
委
員
会

も
立
ち
上
げ
っ
て
い
る
。「
ほ

と
ん
ど
の
地
域
で
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
」（
全
漁
連
）。

ま
た
こ
の
５
年
間
で
、
漁

協
合
併
と
い
っ
た
組
織
再
編

に
め
ど
を
つ
け
る
。
特
に
１

県
１
Ｊ
Ｆ
を
目
指
し
て
い
る

１７
県
域
に
つ
い
て
結
論
を
出

す
。さ

ら
に
、
漁
連
（
県
Ｊ
Ｆ
）

が
中
心
と
な
り
県
域
の
販
売

事
業
戦
略
を
確
立
す
る
。
直

売
所
や
学
校
給
食
、
輸
出
事

業
、
６
次
産
業
化
な
ど
企
業

や
異
業
種
と
も
連
携
し
、
新

た
な
「
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

を
つ
く
る
。

集
会
に
は
小
泉
昭
男
農
林

水
産
副
大
臣
、
石
破
茂
地
方

創
生
担
当
大
臣
、
竹
下
亘
復

興
大
臣
、
本
川
一
善
水
産
庁

長
官
ら
も
駆
け
つ
け
た
。

全
国
漁
港
海
岸
防
災
協

会
、
全
国
農
地
海
岸
保
全
協

会
、
港
湾
海
岸
防
災
協
議
会

及
び
（
一
社
）
全
国
海
岸
協

会
の
４
団
体
で
構
成
す
る
全

国
海
岸
事
業
促
進
連
合
協
議

会
（
会
長
・
磯
部
雅
彦
高
知

工
科
大
学
副
学
長
）
は
、
農

林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
後

援
の
も
と
、
全
国
か
ら
海
岸

関
係
者
な
ど
約
２
５
０
名
の

参
加
を
得
て
、
１２
月
２
日
午

後
東
京
都
内
の
シ
ェ
ー
ン
バ

ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
（
砂
防
会
館

別
館
）
に
お
い
て
第
１８
回
海

岸
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を

開

催

し

た
。シ

ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
ま
ず
主

催
者
を
代
表
し

て
磯

部

会

長

が
、
「
こ
の
海

岸
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
堀
川
前

会
長
の
時
の
平

成
９
年
以
来
開

催
さ
れ
て
、
今

年
は
１８
回
目
と

な
る
。

そ
の
時
々
の

重
要
な
課
題
を
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
テ
ー
マ
と
し
て
行
な
っ

て
き
て
お
り
、
平
成
２２
年
に

は
「
津
波
に
備
え
る
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
行
っ
た
が
、
翌
年
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な

津
波
を
防
ぐ
ま
で
は
で
き

ず
、
あ
れ
だ
け
の
災
害
が
発

生
し
て
三
年
を
経
た
今
日
に

至
っ
て
も
、
ま
だ
現
地
は
復

旧
・
復
興
の
道
半
ば
と
い
う

状
況
で
あ
る
。
こ
れ
を
何
と

か
し
て
復
興
に
導
く
こ
と
が

私
達
の
第
一
の
使
命
と
考
え

て
い
る
。

こ
の
津
波
の
問
題
は
大
事

な
問
題
で
あ
る
が
、
今
日
は

趣
を
変
え
て
、
「
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
海
岸
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
す
る
こ
と
と
し
た
。
今
年

１５
年
ぶ
り
と
な
る
海
岸
法
の

大
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、
前

回
の
平
成
１１
年
の
改
正
で

は
、
海
岸
法
（
昭
和
３１
年
制

定
）
の
目
的
と
す
る
海
岸
の

「
防
護
」
に
加
え
て
「
環
境
」

と
「
適
正
な
利
用
」
が
追
加

さ
れ
、
こ
の
三
者
を
調
和
し

て
達
成
す
る
た
め
に
改
正
が

行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
津
波
の
問
題
と

海
岸
保
全
施
設
の
老
朽
化
の

課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
維

持
管
理
や
市
民
と
一
体
と
な

っ
た
海
岸
の
利
用
が
重
要
等

と
の
意
見
や
様
々
な
社
会
情

勢
の
変
化
を
受
け
て
、
こ
の

度
海
岸
法
の
大
改
正
が
行
わ

れ
た
。

今
日
は
私
と
大
西
勝
也
黒

潮
町
長
の
講
演
の
あ
と
、
山

崎
登
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー
の

も
と
で
新
し
い
海
岸
づ
く
り

や
役
割
等
に
つ
い
て
パ
ネ
ル

デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
予
定

し
て
い
る
が
、
本
シ
ン
ポ
が

参
加
者
に
と
っ
て
有
意
義
な

も
の
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い

る
」
と
挨
拶
。

続
い
て
基
調
講
演
に
移

り
、
磯
部
会
長
が
、
「
海
岸

管
理
に
お
け
る
課
題
と
今
後

の
対
応
」
を
テ
ー
マ
に
基
調

講
演
を
行
っ
た
。
講
演
の
中

で
、
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま

え
て
、
中
央
防
災
会
議
に
お

い
て
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波

（
Ｌ
１
）
で
は
人
命
救
助
最

優
先
、
比
較
的
発
生
頻
度
の

高
い
津
波
（
Ｌ
２
）
で
は
防

潮
堤
等
の
構
造
物
を
粘
り
強

い
設
計
と
し
て
人
命
・
財
産

を
護
る
と
の
整
理
が
な
さ
れ

た
こ
と
、
地
方
公
共
団
体
の

地
域
防
災
計
画
策
定
等
の
義

務
化
、
堤
防
等
の
設
計
技
術

指
針
等
の
制
定
が
な
さ
れ
た

こ
と
、
特
に
、
南
海
ト
ラ
フ

津
波
に
関
し
て
は
、
堤
防
高

を
嵩
上
げ
す
る
対
策
だ
け
で

は
不
十
分
で
あ
り
、
津
波
第

一
波
（
１
メ
ー
ト
ル
程
度
）

を
堤
防
等
で
防
護
し
、
５
メ

ー
ト
ル
超
の
津
波
到
達
時
間

（
２０
分
超
）
を
活
用
し
て
避

難
計
画
、
津
波
対
策
を
進
め

る
な
ど
の
減
災
対
策
が
重
要

と
説
明
。
ま
た
、
耐
用
年
数

を
む
か
え
る
海
岸
保
全
施
設

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
地
球
温

暖
化
に
伴
う
海
面
上
昇
対
策

等
に
つ
い
て
事
例
を
交
え
て

詳
細
な
説
明
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
高
知
県
黒
潮
町

の
大
西
町
長
が
、
「
黒
潮
町

の
津
波
へ
の
取
組
」
と
題
し

て
意
見
発
表
を
行
い
、
２
０

１
２
年
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
モ
デ
ル
検
討
会
で
示
さ
れ

た
震
災
想
定
（
津
波
高
３４
・

４
メ
ー
ト
ル
、
最
大
震
度
７
）

に
関
し
て
、
役
場
全
職
員
に

よ
る
「
地
域
担
当
地
区
制
」、

「
津
波
避
難
カ
ル
テ
」
な
ど

犠
牲
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
全

国
初
の
防
災
町
づ
く
り
に
つ

い
て
、
取
組
事
例
、
町
民
の

意
識
変
化
等
に
つ
い
て
詳
細

な
説
明
が
あ
り
、
終
了
後
会

場
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
あ
っ

た
。基

調
講
演
・
意
見
発
表
に

続
き
「
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

海
岸
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
山

�
登
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
）

氏
を
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー

に
、
永
井
敏
子
氏
（
日
立
お

か
み
の
会
会
長
、
日
立
市
観

光
協
会
理
事
）
、
佐
藤
愼
司

（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）、

井
上
智
夫
（
国
交
省
水
管
理

・
国
土
保
全
局
海
岸
室
長
）
、

及
び
磯
部
雅
彦
会
長
（
土
木

学
会
会
長
）
の
四
人
の
パ
ネ

リ
ス
ト
に
よ
り
活
発
な
デ
イ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。な

お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

詳
細
は
、
後
日
報
告
書
と
し

て
取
り
纏
め
配
付
す
る
予

定
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
水
産
イ

ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
の
推
進

に
向
け
て
」
が
、
１２
月
６
日

（
土
）
の
午
後
１
時
か
ら
東

京
海
洋
大
学
（
港
区
港
南
）

に
お
い
て
、
約
１
３
０
名
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

日
本
水
産
工
学
会
が
主
催

し
、
（
独
）
水
産
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
水
産
工
学
研
究

所
、
（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁

村
総
合
研
究
所
、
（
一
社
）

水
産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ

ー
、
（
一
社
）
全
日
本
漁
港

建
設
協
会
、
（
一
社
）
漁
港

漁
場
新
技
術
研
究
会
及
び
漁

村
水
環
境
研
究
会
の
６
団
体

の
共
催
、
水
産
庁
、
（
公
社
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
の
後
援

で
開
催
さ
れ
た
。

１
９
５
０
年
か
ら
２
０
１

３
年
ま
で
の
間
に
整
備
さ
れ

た
漁
港
の
外
郭
施
設
や
係
留

施
設
は
５
０
０
０
�
に
も
及

び
、
今
後
は
耐
用
年
数
を
経

過
し
更
新
時
期
を
迎
え
る
施

設
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
こ
う
し
た
な
か
、

国
、
地
方
自
治
体
、
大
学
等

の
研
究
機
関
や
民
間
の
技
術

者
な
ど
が
集
ま
り
、
水
産
イ

ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
の
推
進

を
テ
ー
マ
に
、
関
係
者
間
で

施
策
や
技
術
、
調
査
研
究
成

果
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
課
題
を
含
め
議
論
さ

れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
大
竹

臣
哉
日
本
水
産
工
学
会
会
長

の
開
会
挨
拶
、
西
崎
孝
之
氏

（
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

整
備
課
課
長
補
佐
）
の
開
催

趣
旨
説
明
で
始
ま
り
、
７
題

の
発
表
が
行
わ
れ
た
後
、
総

合
討
論
が
行
わ
れ
た
。

発
表
内
容
、
発
表
者
等
は

次
の
通
り
。

〇
漁
港
施
設
等
の
長
寿
命

化
に
つ
い
て：

水
産
庁

西
崎
孝
之

〇
水
産
基
盤
施
設
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
導
入
・
実
践
と

課
題：

（
一
社
）

水
産
土
木
建
設
技

術
セ
ン
タ
ー

内

山
裕
三

〇
漁
港
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
構
造
物

に
対
す
る
簡
易
機

能
診
断
手
法
の
開

発
・
導
入：

（
独
）

水
産
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
水
産
工
学
研
究
所

金
田
拓
也

〇
漁
港
施
設
の
鋼
構
造
物

に
関
す
る
老
朽
化
診
断
と
保

全
対
策：

（
一
社
）
漁
港

漁
場
新
技
術
研
究
会

吉
田

倫
夫〇

漁
港
施
設
の
補
修
・
修

繕
工
法
の
開
発
・
導
入：

（
一
社
）
全
日
本
漁
港
建
設

協
会

三
輪
啓
司

〇
漁
場
施
設
の
機
能
保
全

に
お
け
る
課
題：

（
一
財
）

漁
港
漁
場
漁
村
総
合
研
究
所

伊
藤
靖

〇
漁
業
集
落
排
水
処
理
施

設
の
老

朽

化

診

断

と

対

策：

（
一
財
）
漁
港
漁
場

漁
村
総
合
研
究
所

大
賀
之

総
〇
総
合
討
論

座
長：

（
独
）
土
木
研
究

所
寒
地
土
木
研
究
所

三
上

信
雄

話
題
提
供：

青
森
県
漁
港

漁
場
整
備
課

坂
本
地
仁

平
成
２６
年
度
水
産
工
学
関

係
研
究
開
発
推
進
会
議
水
産

基
盤
部
会
が
、
独
立
行
政
法

人
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

水
産
工
学
研
究
所
の
主
催
に

よ
り
「
魚
礁
機
能
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
解
明
と
定
量
化
」
を
テ

ー
マ
に
、
１２
月
１
日
午
後
１

時
よ
り
南
青
山
会
館
に
お
い

て
約
１
３
０
名
の
参
加
を
得

て
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
部
会
は
、
魚
礁
は

各
種
の
機
能
が
あ
る
と
さ

れ
、
そ
れ
に
伴
う
効
果
に
つ

い
て
は
定
性
的
に
は
確
認
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
の

系
統
的
・
定
量
的
検
討
は
十

分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。
現

在
、
水
産
環
境
整
備
事
業
に

よ
り
魚
礁
を
積
極
的
に
活
用

し
、
水
産
資
源
が
回
復
す
る

た
め
の
拠
点
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
推
進

の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

定
性
的
な
検
討
や
原
単
位
調

査
に
加
え
て
、
魚
礁
の
各
機

能
が
発
現
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
解
明
と
そ
れ
ら
機
能
の
定

量
化
が
不
可
欠
と
な
る
。
こ

の
よ
う
な
背
景
か
ら
こ
れ
ま

で
の
魚
礁
の
調
査
研
究
に
つ

い
て
、
あ
る
い
は
今
後
必
要

な
研
究
課
題
に
つ
い
て
話
題

提
供
を
行
い
、
魚
礁
機
能
を

積
極
的
に
活
用
し
た
沿
岸
水

産
資
源
の
回
復
に
向
け
て
議

論
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

会
議
は
、
事
業
の
紹
介
が

２
題
、
こ
れ
ま
で
に
開
発
さ

れ
て
き
た
手
法
に
つ
い
て
５

題
、
こ
れ
か
ら
必
要
な

調
査
や
評
価
手
法
に
つ

い
て
３
題
の
計
１０
題
の

発
表
が
行
わ
れ
た
。

各
発
表
後
に
は
総
合

討
論
の
場
が
設
け
ら

れ
、
活
発
な
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
た
。
発
表
内

容
・
発
表
者
は
以
下
の

通
り
。

「
事
業
の
紹
介
」

◎
漁
場
整
備
の
現
状
～
魚

礁
整
備

を

中

心

と

し

て

～：

水
産
庁

中
西
豪

◎
青
森
県
に
お
け
る
魚
礁

整
備
事
業
の
実
施
状
況
に
つ

い
て：

青
森
県

田
村
直

明
「
こ
れ
ま
で
に
開
発
さ
れ

て
き
た
手
法
」

◎
こ
れ
ま
で
の
魚
礁
機
能

研
究
の
成
果
～
故
柿
元
博
士

の
研
究
の
足
跡
～：

水
産

大
学
校

野
田
幹
雄

◎
Ｒ
Ｏ
Ｖ
や
魚
探
・
ソ
ナ

ー
を
用
い
た
魚
礁
効
果
の
調

査
事
例：

海
洋
土
木
�

谷
内
修

◎
魚
礁
効
果
診
断
シ
ス
テ

ム
の
概
要
と
魚
礁
利
用
実
態

に
つ
い
て：

水
産
土
木
建

設
技
術
セ
ン
タ
ー

桑
本
淳

二
◎
魚
礁
効
果
評
価
に
お
け

る
音
響
調
査
の
役
割
～
そ
の

有
用
性
と
限
界
～：

水
産

大
学
校

濱
野
明

◎
漁
獲
試
験
を
利
用
し
た

魚
礁
効
果
評
価：

�
エ
コ

ニ
ク
ス

山
内
繁
樹

「
こ
れ
か
ら
必
要
な
調
査

や
評
価
手
法
」

◎
沿
岸
浅
海
域
に
お
け
る

海
底
堆
積
物
と
食
物
網
の
評

価
手
法：

水
産
工
学
研
究

所

梶
原
瑠
美
子

◎
定
量
評
価
に
む
け
た
統

計
解
析
の
利
用
と
調
査
設
計

方
法
の
提
案
～
干
潟
浅
海
域

に
お
け
る
研
究
を
事
例
と
し

て
～：

水
産
工
学
研
究
所

南
部
亮
元

◎
人
工
魚
礁
の
機
能
評
価

と
課
題：

漁
港
漁
場
漁
村

総
合
研
究
所

伊
藤
靖

「
総
合
討
論
」

◎
魚
礁
機
能
を
積
極
的
に

活
用
し
た
沿
岸
水
産
資
源
の

回
復
を
目
指
し
て

座
長：

水
産
工
学
研
究
所

桑
原
久
実

１１
月
１５
日
（
土
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会

田
中
会
長
は
奈
良
県
へ

出
張

１１
月
１９
日
（
水
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会

田
中
会
長
、
福
田
業
務

課
長
、
金
刺
主
幹
は
沖

縄
県
へ
出
張

（
十
一
月
十
六
日
付
）

漁
政
部
水
産
経
営
課
指
導

第
２
班
経
営
第
３
係
長
（
漁

港
漁
場
整
備
部
計
画
課
総
括

班
調
整
係
長
）
鈴
木
庸
介
▽

漁
政
部
漁
業
保
険
管
理
官
付

経
理
班
経
理
第
２
係
長
（
漁

港
漁
場
整
備
部
計
画
課
利
用

調
整
班
利
用
調
整
係
長
）
佐

原
美
子

（
十
二
月
一
日
付
）

漁
港
漁
場
整
備
部
計
画
課

総
括
班
調
整
係
長
（
漁
政
部

漁
業
保
険
管
理
官
付
）
飯
倉

宏
美

水産工学関係研究開発推
進会議合同部会を開催

水産工学関
係研究開発推進会議合同部会を開催

水産工学関係研究開発推
進会議合同部会を開催

「
浜
プ
ラ
ン
」軸
に
運
動
方
針

�������	�
� ��

自
１１
月
１
日

漁漁
港港
往往
来来

至
１１
月
３０
日

Ｊ
Ｆ
全
国
代
表
者
集
会
で
決
定

全
漁
連

水産総合研究センター水産工学研究所

水水水水水水水水産産産産産産産産工工工工工工工工学学学学学学学学関関関関関関関関係係係係係係係係研研研研研研研研究究究究究究究究開開開開開開開開発発発発発発発発推推推推推推推推進進進進進進進進

会会会会会会会会議議議議議議議議水水水水水水水水産産産産産産産産基基基基基基基基盤盤盤盤盤盤盤盤部部部部部部部部会会会会会会会会をををををををを開開開開開開開開催催催催催催催催

日
本
水
産
工
学
会
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

水
産
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
テ
ー
マ

熱心に聴講する参加者

平成２６年度

集会には約５００人の漁業者が参加した

魚礁機能のメカニズムがテーマ

漁 港 漁 場 月 報

海海岸岸シシンンポポジジウウムム開開催催

「「次世代に引き継ぐ海岸」」

第第１１８８回回

シンポジウムの様子

水
産
庁
人
事
異
動

�����

海岸シンポジウムを開催




